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目騰瑠鋒播鵡搬<め 1ぷ『医齢どで厳撰 F乗遭軽額観還でずG
麗g簿と縫擁騨挙ダン糠査などがで善ないおめ、
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童ておですべてが換養り、薬の処方や奉縮畿 きませんゃ

題鞭鶴譜簿整襲恐轡為療難懲等1露撻藤堺軽鶴鶴翼寄t_3晶、

母騒輔の関憲の強働簿新“朗由の漉縮て廊急群尊てを勲Q
鬱寵縄や軽亀億まる研越新や酒のこり」「鱗盤』『態の縮静|

橘総議盤     鰺
鶴蔚枢ヘルニア、紳紹晟り,マ才、五十肩、関節糞など)

鞭‖鞭 轡欝露密驚豊緊:醒辮
簿闘め驚鶴で医師の泊療巷受tナて購
韓盟差のiヂがが韓闘がた

=痛
み挫したとき

(別の病気も考えられるので医師の診察を受けてください)'

暇 策保険が適用される発揮生や鞠 途中のけが

鶴 拶が1をよる打撲・ねんざ・挫傷 (肉灘れな総 魯ど
(曲醜を伴う外傷は除く)

讐 電薪・本金骨狩0ぴ )・齢臼
(応急手当てを除き、継続してかかる場合は医師の診
案と同意が必要〉
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